
税制研究の第一人者が直言！ 「消費税は悪魔の仕組みだ」 

●本書の主張

・個人消費を冷え込ませる消費税増税はやめるべき。 

・「消費税のサプライズ減税」が日本経済を活性化させる。 

・消費税減税の財源はある！ 
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．
納税すれば約９兆円の増収 

→日本の法人税制は「法律に書かれている税制」と「実際に納められて
いる税制」のギャップが大きい。それを解消すれば増収は可能。 

日本の法人税率（国税＋地方税）29.74％ 

ソフトバンクグループ株式会社 ⇒税負担率 0.003％ 

 税引前純利益 1624 億 2200 万円 → 納税額 500 万円 

新日鐵住金（現・日本製鉄） ⇒税負担率 1.46％ 

税引前純利益 1109 億 5700 万円 → 納税額 16 億 1500 万円 

・企業規模が大きくなるほど実際の税負担率は下がっている。 

→租税特別措置という「隠れ国庫補助金」 

→株式投資の収益が課税されない欠陥税制 

→税務当局 vs グローバル企業の課税逃れスキーム 

税制を正して、日本を立て直せ！ その方法は本書にある。 
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